
難聴者 

1400 万人
推定 補聴器購入に公的補助を

署
名
に
ご
協
力
下
さ
い

　７０歳を越えると約半数が難聴者といわれています。

聴こえづらくなると「外出や人と話しをするのが、

おっくうになる」など、引きこもりや孤立化の

原因になったり、認知症のリスクを高めるといわ

れています。早期の補聴器使用とこまめに

　調整することでこうしたリスクを

　　　取り除くことが可能です。

　しかし、日本の場合、補聴器を利用している方は

欧米諸国に比べても低く、この原因に高価な上に、

保険の適用がなく「新調したいけど高くて手が出ない」

という現実があります。また、うまく聞こえるように

なるには、専門家による調整も必要です。
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補聴器の公的助成を求める会
連絡先：全日本年金者組合京都府本部

〒606-8397 京都市左京区聖護院川原町 4-13
京都府教育会館別館　(tel:075-761-3213/:FAX:075-761-3214

mail nennkin-kyoto@itkeeper.ne.jp)


